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地域の遺産/資源/資産の価値を探し出し学びたい・みんなの地域の記憶を次世代に伝えたい・

地域の人々の手で環境をより良くしたい・すばらしい地域の宝物や環境を保全したい・・・

もっと知りたいよくしたいそんな人たちのために、エコミュージアムを始めましょう

[image: image4.jpg]


エコミュージアムという言葉は、エコロジー（生態学ecology）とミュージアム（博物館museum）からなる造語で、ある一定の地域において、住民が主体となり、自然環境、人間生活、歴史や産業などのエコロジカルな結びつきを考える活動です。地域の宝探し（調査や収集）、地域まるごと博物館（展示）、地元学（学習や研究）、街並み保存や自然保護（保全）などを行い、エコツーリズム、ヘリテージツーリスム、ジオパークなどとも関係が深く、地域社会の持続可能な発展を目指しています。
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日本エコミュージアム研究会は、エコミュージアムに関心を持ち、全国的また国際的に情報交流や研究を共に深めたいと思う、さまざまな分野の人達が集う、日本で唯一の全国組織として1995年3月に設立されました。エコミュージアムを考え、研究者・専門家と活動者・実践団体の両者が共に連携を図り、議論を深め、活動の質を高めていけるような場です。
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日本エコミュージアム研究会は、エコミュージアムに関心を持ち、全国的また

国際的に情報交流や研究を共に深めたいと思う、様々な分野の人達の研究会です。

趣旨に賛同される方はどなたでも入会できます。




日本エコミュージアム研究会　事務局　行　　ＦＡＸ送信先　042-495-8963　

〒204-0004　東京都清瀬市野塩1-307-1-203  嵯峨創平　気付
	入　会　申　込　書

	私は、日本エコミュージアム研究会に入会を申し込みます。
	申込年月日
	年　　月　　日

	（ふりがな）

氏　　名
	性　　別　［1男　・　2女］
会員種別　［1正会員・2学生会員・3団体会員・4賛助会員］

	■入会金・年会費（希望する方へ〇）

振込方法［1銀行振込・2郵便振替］
	E-mail［公開　1可　2否］　

　　　　　　　　＠

	■機関紙送付先［1自宅・2勤務先］

	■自宅　住所［1公開可　2否］〒
	　　　　［都道府県］

	電話［1公開可　2否］　　　（　　）　　　　FAX［1公開可　2否］　　　（　　）

	■所属（勤務先・学校）［1公開可　2否］　

住所［1公開可　2否］〒
	　　　　名称：

［都道府県］

	電話［1公開可　2否］　　　（　　）　　　　FAX［1公開可　2否］　　　（　　）

	■エコミュージアム関連の所属団体　　　名称：

	■関心分野［1博物館・2環境教育・3まちづくり・4生涯学習・5文化財・6その他 （ 　　　　　　　　 ） ］

	■日本エコミュージアム研究会「会員メーリングリスト」への　［参加　　不参加］

	■学生の方は入会金を無料とさせていただきますので、学生証の写しを入会申込書に添付して下さい。



日本エコミュージアム研究会のご案内


Japan Ecomuseological Society





入会をご希望の方は、下記の入会書式に必要事項を記入して、事務局宛にFAXまたは郵送してください。


★ 入会金と年会費


入会金　2,000円（学生は無料）


年会費  4,000円（正会員）、9,000円（団体会員）


※学生の方は入会金を無料としておりますので、学生証のコピーを添えて、FAXをお願いします。


★ 振込先　 郵便局または銀行からご納入下さい。なお振込手数料はご負担ください。


<郵便振替>　　00170-0-74380　　　日本エコミュージアム研究会


<銀行振込>　　三菱東京ＵＦＪ銀行　所沢支店　普通　００５１８６０


　　　　　　　口座名義：日本エコミュージアム研究会





※入会金および年会費をご納入いただいた日をもって会員となります。年度途中のいつご入会されても、その時点から「メールマガジン」でご案内がはじまります。また、その年度末に発行される機関誌が届けられます。月1回の「メールマガジン」の送信、年1回の機関紙の発送をもって入会確認にかえさせていただきます。


※恐縮ながら、非営利団体で専属の職員が常駐しておりません。ご不便をお掛けいたしますが、ご了承下さい。





◆◇ お申込み・お問い合せは ◇◆


日本エコミュージアム研究会　事務局（嵯峨創平）


〒204-0004 東京都清瀬市野塩1－307－1－203


E-mail: jimu@jecoms.jp 　Fax: 042-495-8963　　URL: http://www.jecoms.jp/











主な年間活動


スケジュール





会員は自由に活動へ参加し、


活動報告や論文発表ができます。





■定例活動


５月　研究大会および会員総会


夏期　研究例会①


秋期　全国大会（ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ）


冬期　研究例会②


３月　会誌｢エコミュージアム研究｣発行





■情報提供サービス


jecomsホームページ


jecomsメーリングリスト


jecomsメールマガジン（月1回）


会誌バックナンバー販売





■部会活動（随時開催）


博物館･文化財連携部会


地域実践部会








＊会員外の方も、参加費のみで


行事に参加できます。








[公開の可否]とは、会員に限定した情報交換用の名簿を作成することがある場合の掲載の可否のことです。本会では、取得した個人情報は、本会の事業目的の達成のため必要な範囲に限って利用いたします。





エコミュージアム憲章2009





前 文　 この憲章は、Ｇ・H・リヴィエールが提唱したフランスにおけるエコミュージアムの「発展的定義」を踏まえ、日本的に解釈したものである。


定 義　 エコミュージアムは、地域社会の内発的・持続的な発展に寄与することを目的に、一定の地域において、住民の参加により環境と人間との関わりを探る活動としくみである。


対 象　 エコミュージアムは、ある一定の地域の多様な自然環境とそこにおいて成立した有形無形の生活・文化・産業の遺産や記憶・様式等を、過去・現在・未来を通じて、総合的・統合的に対象とする。


活 動　 エコミュージアムは、地域資源を学習、調査・研究、保全・利活用する機能をもち、次のような諸活動を行う。


・学　  校　エコミュージアムは、地域を学び知り、地域をつくる担い手を育む住民の学校として、交流、教育、展示普及活動をおこなう。


・研 究 所　エコミュージアムは、地域のための研究所として、専門家と共に科学性をふまえ学際的な調査・研究をおこなう。


・保全機関　エコミュージアムは、多様な自然や生活文化を含む地域資源の保全機関として、記憶の収集および持続的利活用をおこなう。


しくみ  エコミュージアムは、住民が主体となり、行政や地域の様々なセクターと協働するしくみである。推進にあたっては、専門的職員を配し、地域の各分野や利用者の参加による企画運営、専門家との連携による学術的研究についての組織を構成する。


日本エコミュージアム研究会　　


2009年5月24日　　











エコミュージアム


(Ecomuseum）


とは





地域、及び環境に


おける人間の博物館








日本エコミュージアム


研究会(Jecoms)


とは








日本エコミュージアム研究会 入会のご案内








